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豊北生涯学習センターだより １２月号
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センターだよりは、豊北町内自治会回覧・下関市内公民館及び社会教育施設に配布しています。

持ち帰り用は、豊北町内各公民館・豊北生涯学習センター・市内図書館（室）に置いています。

是非、手にとってご覧ください。

今年もほうほく文化祭が盛大に開催され、小中学生

からこども園の子どもたち、そして地域の皆さんの力

作が一堂に会しました。

展示された絵画や書道、絵手紙、俳句、短歌、パス

テル画、陶芸作品からは、それぞれの思いや個性が溢

れていました。

また展示部門の他にも、多彩なステージが行われ、

来場者を楽しませました。

来場者からは「地域の皆さんの温かい気持ちが伝わ

ってくる素敵な文化祭でした」「子どもたちの成長を

感じられて感動しました」といった声が聞かれ、大盛

況のうちに幕を閉じました。

ほ う ほ く 文 化 祭
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１０月１８日（土）、雨の中、第３７回つのしま夕やけマラソンが開催されました。

県内をはじめ全国各地から１，２２０人の参加申込をいただき、大会当日は暖かい声援の中で

１，０５３人のランナーが完走されました。

本大会の開催にあたり、地元角島地区や神田地区をはじめ、各種団体、ボランティアスタッフの

方々など、多くの皆様の多大なるご協力をいただき、大会を無事終えることが出来ました。これも

ひとえに皆様のご協力の賜物と心より感謝申し上げます。来年の大会も今年の反省を活かし、より

良い大会になるようにスタッフ一同取り組んで参りますので、ぜひご期待ください。

つのしま夕やけマラソン実行委員会

第３７回つのしま夕やけマラソン大会を開催しました

列車のヘッドマーク・

トレインマーク紙模型展

日 時：令和８年１月１０日（土）～２月８日（日）

※月曜休館

９時～２１時 （日曜日は１７時まで）

※夜間の利用がある場合は２２時まで

場 所：豊北生涯学習センター

豊北町神田地区在住の森哲也さんが趣味で作成され

た、列車のヘッドマーク・トレインマーク紙模型を展示いた

します。細部までこだわった数々の作品は、往年の列車か

ら最近の列車のヘッドマークが揃います。森さんの列車の

解説をご覧になりながら、旅の思い出や車窓から見た景色

が蘇る・・そんな時間をお過ごしください。
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競技名 優勝 準優勝

ソフトボール 角島地区 滝部地区

ソフトバレーボール 粟野地区 滝部地区

グラウンンドゴルフ 粟野地区 滝部地区

卓球 角島地区 阿川地区

テニス 來嶋・荻ペア 田中・松村ペア

ソフトテニス 秋枝・梶山ペア 石橋・井藤ペア

“社会を明るくする運動”

作文コンテスト入賞者

令和７年度 豊北地区球技大会結果について

１０月５日（日）豊北地区球技大会が開催され、今年も大勢の皆様にご参加いただき無事大会を終え

ることができました。

大会当日は雨も心配されましたが、絶好のスポーツ日和となり、戦いが熱く盛り上がったことで、スポー

ツを通じて各地区同士の親睦を図る素晴らしい大会となりました。

選手の皆さん、応援の皆さん、役員の皆さん大変お疲れ様でした。

大 会 結 果

総 合 優 勝 粟 野 地 区

大会の様子

第７５回“社会を明るくする運動”下関市推進委員会作文コンテストが実施され、市内中学生から８９３

作品もの応募があり、厳選なる審査の結果、豊北中学校の生徒が入賞しました。

○ 佳作

「私たちの町をきれいにしよう。」 豊北中学校１年 中村 凜花さん
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豊北 歴史ウォーク ～粟野編報告～

豊北郷土文化友の会の主催で粟野を散策する「歴史ウォーク」が

14名の参加で 10月 24日に開催されました。
午前８時に集合、粟野浦の自治会館を出発してしばらくすると河口北

側の対岸にある串山に弁天社、こちらには戎社があります。港を隔てて

両社で海の安全と繫栄を祈願したのでしょう。民家を抜けて山手に行く

と鉾崎観音堂、金毘羅社があります。観音堂にお参りをして中通りを行くと大きな地蔵様が鎮座し

て居られ、俗に「汗かき地蔵」と呼ばれています。

浦を後にして赤崎社、粟野八幡宮、昌泉寺と参拝しました。旧粟野小を

越え少し歩いたところに夫婦地蔵が祀られており、夫婦仲が悪くなった時

にお参りすれば、仲が良くなるとの言い伝えがあるそうです。滝部方面に

少し行くと右側の浴に石垣が見えます。これが長府藩より代々、粟野蔵方

山川奉行を仰せつけられた宗近家の屋敷跡です。天候にも恵まれ粟野歴史

ウォークは無事に終わりました。

豊北郷土文化友の会 会員 山本芳文

【粟野浦対岸串山の弁天社を遠望】

【金毘羅社階段下で】


